
夏休みの取組「函南町立図書館に出掛けよう」を終えて！ 

　この夏休みにご家族で函南町立図書館「知恵の和
館」に出掛け、たくさんの本を借りて読んだという
体験の報告を多くの子供たちから受けました。保護

 者の皆様方の応援に心よりお礼申し上げます。
　８月26日(金)に、校長は図書館に出向き、館長と
スタッフの方々に協力についてお礼に行ってまいり
ました。その際、児童の作品のいくつかを見ていた
だきました。図書館の関係者からは、「桑村小の多
くの子供たちが、町の図書館を利用し、たくさんの
本と接することができる活動はすばらしいことであ
り、これからもどんどん利用していただきたい」と
いうお言葉をいただきました。              　　      【函南町立図書館「知恵の和館」】 

 　以下に、１年生から順に子供たちのカードの一部を紹介いたします。
【第１学年児童の作品の紹介】 

  １年　しみず　すずさん
  　あたらしいほんは、いちばんうえにあったほんをかりました。そのほんには、あひ
  るなど、こいとかちょうちょ、かめ、かえるといったいろいろないきものがいました
  すごくいいほんでした。なんであたらしいほんがいちばんうえにあるのかというとみ
  つけやすいようにするためだとおもいます。はじめてかりたほんでした。いっぱいほ

 んがあってまよっちゃいました。

  １年　かとう　ほのかさん
 　かぞくといっしょにとしょかんへいきました。『ばあばにえがおをとどけてあげる 

  』というほんをかりました。おばあちゃんがわらってくれてうれしかったので、えを
  かきました。２かいめは、おかあさんとおにいちゃんといきました。としょかんはさ
  がしてほんがすぐにみつかります。おにいちゃんがパソコンでめいろをしらべてくれ

 ました。すぐにみつかりました。

  １年　すぎもと　あんりさん
  　かんなみちょうとしょかんには、いっぱいほんがありました。いろやすうじでじゅ
  んばんにほんがならんでいました。みんなしずかにほんをえらんでいました。わたし
  はほんを３さつかりました。ほんをかりるときはカードをいれるだけでいいのでかん

 たんでした。みんなもぜひいってみてください。わたしはまたいってみたいです。

  １年　たなか　あおいさん
  　かんなみとしょかんには、いっぱいほんがおいてありました。おもしろそうなえほ
  んとか、わらえるほんがたくさんありました。さらにがちゃがちゃとかつりができて
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  すごくよかったです。ただでほんをよめたりしてすごくおもしろかったし、わくわく
 したりできるのでかんなみとしょかんがだいすきです。

  １年　のざわ　りこさん
  　としょかんにはたくさんのほんがありました。おもしろそうなえほんやたのしそう
  なえほんがありました。ほんをみるところがありました。またこんど、そのせきにす

 わってよみたいです。これからいっぱいとしょかんにいきたいです。

  １年　もり　だいすけさん
  　がっこうのとしょかんよりもひろかったよ。ほんがおおかったよ。いろんなばしょ

 があったよ。パソコンでかんたんにけんさくしたよ。『どうぞのいす』と『はなかっ 
 ぱ』をしらべたけれど、かりられていてなかったよ。『わんぱくだん』をかりたよ。 

  『わんぱくだん』はシリーズがおなじところにあったから、２さつかりたよ。ちえの
  わかんで、なつやすみのこくごのしゅくだいにでた『どうぞのいす』のよみきかせに
  いったよ。ぼくがよむのよりとってもじょうずだったよ。うたとかどうぶつのなきご

 えもあってすごかったよ。すごくてまねできないよ。

【第２学年児童の作品の紹介】 

  ２年　秋山　みゆさん
  　わたしは、かんなみちょうりつとしょかんにいきました。いろいろおもしろいえ本
  やうたがあるえ本がありました。パソコンでさがしていた本をけんさくすることがで
  きて、べんりだとおもいました。そして、すごく大きな本もありました。かりたえ本

 は２さつです。『スイミー』のえ本と『のりもののめいろ』のえ本をかりました。お 
 もしろいえ本があって、えらぶのがたのしかったです。

  ２年　金子　ちかさん
  　大きな本や小さな本、赤ちゃんの本がありました。１かいには絵本がいっぱいあり
  ２かいにはむずかしい本がありました。自分が読みたい本があって、それをさがすと
  き、どこにあるかわからないほど広くてさがすのがたいへんです。でも、本にはばん
  ごうがかいてあって、パソコンでさがすことができます。これからもいっぱい本をよ

 んで、つぎにきたとき２かいのむずかしい本を読みたいです。

 　次号は、３年生以上の児童の作品を紹介いたします。
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